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細胞⽼化は、⽣体にとって極めて重要な癌抑制機構として機
能することが古くから知られている。近年では、細胞⽼化が
癌以外の様々な疾患に関ることが明らかになり、中でも組織
の⽼化との関係が注⽬を集めている。ヒトを含む哺乳動物で
は、加齢とともに様々な組織で細胞⽼化の亢進が⾒られるが、
近年の⽼化細胞除去マウスを⽤いた研究から、組織内に蓄積
した⽼化細胞が、加齢に伴う組織機能の低下に関与すること
が明らかになりつつある。
最近我々は、独⾃に樹⽴した⽼化細胞除去可能な遺伝⼦改変
マウスを⽤いて、肺組織の加齢性変化が、少なくとも部分的
に細胞⽼化に起因し、さらに⽼化細胞を排除することにより
組織機能を回復可能であることを報告した。肺組織の加齢性
変化は、他の組織と同様に様々な疾患のリスクとなる。そこ
で我々はこのマウスを⽤いて肺疾患モデルを樹⽴し、呼吸器
疾患の発症・進⾏と細胞⽼化との関係について解析を⾏って
いる。本報告会では、昨年これまでに本研究室で得られた知
⾒について紹介し、今後の展望についても議論したい。


